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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】エッジバックライト方式の液晶表示装置におい
て、光源と導光板のパターンとの間で位置ずれが生じた
場合であっても、輝度分布の補正を行う。
【解決手段】光源３と、側面の受光面を通じて光源の光
を取り込み、一主面である出光面から面状光を出射し、
面状光の輝度分布を変化させるパターン２０が表面に形
成されている導光板２と、光源を固定配置し、導光板を
変位可能な状態で保持するバックライトシャーシ４と、
光源とパターンの位置ずれ量に応じて輝度を補正する補
正値を位置ずれ量に対応付けて予め記憶する記憶部６０
と、光源とパターンの位置ずれ量を検出し、検出した位
置ずれ量に対応する補正値を記憶部から読み出して出力
する位置ずれ量検出部５０と、外部から供給される画像
信号と、補正値とに基づいて駆動信号を生成して出力す
る表示用回路７０と、出光面の前面に配置され、駆動信
号に基づいて画像を表示する液晶表示パネル６と、を備
える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光源と、
　側面の受光面を通じて前記光源の光を取り込み、一主面である出光面から面状光を出射
し、前記面状光の輝度分布を変化させるパターンが表面に形成されている導光板と、
　前記光源を固定配置し、前記導光板を変位可能な状態で保持するバックライトシャーシ
と、
　前記光源と前記パターンの位置ずれ量に応じて輝度を補正する補正値を前記位置ずれ量
に対応付けて予め記憶する記憶部と、
　前記光源と前記パターンの位置ずれ量を検出し、検出した前記位置ずれ量に対応する前
記補正値を前記記憶部から読み出して出力する位置ずれ量検出部と、
　外部から供給される画像信号と、前記補正値とに基づいて駆動信号を生成して出力する
表示用回路と、
　前記出光面の前面に配置され、前記駆動信号に基づいて画像を表示する液晶表示パネル
と、
　を備える液晶表示装置。
【請求項２】
　前記光源は、長手形状をしており、
　前記導光板の形状は、矩形、または長方形形状であり、
　前記光源は、前記導光板の前記受光面に対して前記光源の長手方向が平行になるように
前記バックライトシャーシに固定配置されており、
　前記位置ずれ量検出部は、
　前記光源の長手方向に直交する前記導光板の側面を参照可能な位置に配置され、配置位
置から当該側面までの距離であって前記長手方向における距離を検出する距離検出部と、
　前記距離検出部が検出する前記距離に基づいて、前記光源と前記パターンの位置ずれ量
を算出し、算出した前記位置ずれ量に対応する前記補正値を前記記憶部から読み出して出
力する演算部と、
　を備える請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記距離検出部は、
　前記光源の長手方向に直交する前記導光板の２つの側面のうち一方の前記側面までの前
記長手方向における距離を検出し、
　前記演算部は、
　前記距離検出部が検出する前記距離と、予め定められる前記導光板の基準位置を示す情
報とに基づいて、前記光源と前記パターンの位置ずれ量を算出し、算出した前記位置ずれ
量に対応する前記補正値を前記記憶部から読み出して出力する
　請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記距離検出部は、
　前記光源の長手方向に直交する前記導光板の２つの側面のうち一方の前記側面までの前
記長手方向における第１距離と、他方の前記側面までの前記長手方向における第２距離と
を検出し、
　前記演算部は、
　前記距離検出部が検出する前記第１距離及び前記第２距離に基づいて、前記光源と前記
パターンの位置ずれ量を算出し、算出した前記位置ずれ量に対応する前記補正値を前記記
憶部から読み出して出力する
　請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記光源は、前記長手方向に一定の間隔で配置される複数の光源であり、
　前記演算部は、
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　前記距離検出部が検出する前記第１距離及び前記第２距離と、予め定められる前記導光
板の基準位置を示す情報とに基づいて、前記導光板の膨張量を算出し、算出した前記膨張
量と、前記複数の光源の個数とに基づいて、膨張による位置ずれ量を算出し、前記第１距
離及び前記第２距離とに基づいて、前記導光板の位置ずれ量を算出し、前記膨張による位
置ずれ量と、前記導光板の位置ずれ量とに基づいて、前記複数の光源の各々と、前記複数
の光源の各々に対応する前記パターンの位置ずれ量を前記複数の光源ごとに算出し、算出
した前記複数の光源ごとの前記位置ずれ量に対応する前記補正値を前記記憶部から読み出
して出力する
　請求項４に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記導光板の表面に形成されているパターンは、膨張していない前記導光板が予め定め
られる前記導光板の基準位置に位置する場合、前記面状光の輝度分布を均一にするパター
ンである
　請求項１から請求項５のいずれか１項に記載の液晶表示装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置（ＬＣＤ（Liquid Crystal Display））は、液晶パネルユニットと、液晶
パネルユニットの背面に配置されるバックライトユニットを備えている。バックライトユ
ニットの一方式として、導光板の側面の受光面から光を入射し、反射シートにより光を反
射させて、導光板の一主面の出光面から面状光を出射するエッジバックライト方式がある
。
【０００３】
　エッジバックライト方式で用いられる導光板は、その材料の性質上、光源に用いられる
ＬＥＤ（Light Emitting Diode）素子の発熱等の熱によって膨張する。そのため、バック
ライトシャーシ内で導光板を完全に固定してしまうと、導光板が膨張によって変形して反
り返ったりすることがある。このような変形を防ぐために、導光板を完全に固定せず、一
定量のギャップ（隙間）を設けて保持する等の工夫が施されている（例えば、特許文献１
参照）。
【０００４】
　図１２は、一定量のギャップを設けて導光板１００を保持するバックライトシャーシ２
００の構成の一例を示す図である。図１２に示すように、バックライトシャーシ２００の
四隅付近に、導光板１００との間に一定量のギャップが存在するようにストッパ２１０－
１，２１０－２，２１０－３，２１０－４を固定配置し、導光板１００を一定の範囲から
動かないように係止している。
【０００５】
　バックライトシャーシ２００の左右両側の中央付近には、導光板保持金具２２０－１，
２２０－２が固定配置されている。導光板１００の左右両側の中央付近には、導光板保持
金具２２０－１，２２０－２の各々の形状に応じた凹形状の切り欠けである凹部１１０－
１，１１０－２が設けられている。導光板保持金具２２０－１，２２０－２の各々と、導
光板１００の凹部１１０－１，１１０－２の各々とが嵌め合わされて係合することにより
、導光板１００が保持される。
【０００６】
　凹部１１０－１，１１０－２の大きさは、導光板１００を固定してしまわないように、
一定量のギャップを有して導光板保持金具２２０－１，２２０－２の各々に嵌る大きさに
なっている。そのため、導光板１００は、左右の方向に対して変位可能な状態、すなわち
横方向に対して一定量のガタツキが生じるようになっている。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２０１２－１６４５０７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　エッジバックライト方式の光源１２０として、例えば、図１２に示すように、一定の間
隔を空けて一列に配列された複数のＬＥＤ素子３００－１，３００－２，３００－３，…
が用いられる。ＬＥＤ素子３００－１，３００－２，３００－３，…の発光により生じる
光の分布は、出射方向に対して扇形状に広がる分布となるため、導光板１００の出光面か
ら出射される面状光の輝度分布にムラが生じることになる。そのため、導光板１００の出
光面の表面には、図１２において符号４００で示すような白色のパターン（以下、パター
ン４００という）が印刷等により形成されている。なお、パターン４００において、色付
きの領域が白色である。
【０００９】
　パターン４００は、ＬＥＤ素子３００－１，３００－２，３００－３，…と、導光板１
００とが最適な位置関係になっている場合、導光板１００の出光面から出射される面状光
の輝度分布を均一にするパターンになっている。
【００１０】
　図１３（ａ）は、図１２における参照領域Ｒの部分を拡大した図であり、ＬＥＤ素子３
００－１，３００－２，３００－３，３００－４，３００－５，３００－６…と、導光板
１００とが最適な位置関係になっている場合の図である。図１３（ｂ）の参照領域Ｒ（表
示状態）の図は、図１３（ａ）の場合の液晶表示パネルにおける表示状態を示した図であ
り、輝度分布にムラが生じていないことを示している。
【００１１】
　これに対して、図１４に示すように、導光板１００の位置が右方向にシフトしている場
合、ＬＥＤ素子３００－１，３００－２，３００－３，３００－４，３００－５，３００
－６…の位置と、導光板１００の位置が最適な位置関係からずれてしまう。この場合、図
１４の参照領域Ｒ（表示状態）の図に示すように、液晶表示パネルにおける表示状態にお
いて輝度分布にムラが生じてしまうという問題がある。
【００１２】
　また、図１５に示すように、液晶表示装置を縦置きした場合、導光板１００の位置が下
方向にシフトするため、図１４の場合と同様に、位置ずれが生じるため液晶表示パネルに
おける表示状態において輝度分布にムラが生じてしまうという問題がある。
【００１３】
　本発明は、上記問題を解決すべくなされたもので、その目的は、エッジバックライト方
式の液晶表示装置において、光源と導光板のパターンとの間で位置ずれが生じた場合であ
っても、輝度分布の補正を行うことを可能にする液晶表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　上記問題を解決するために、本発明の一態様は、光源と、側面の受光面を通じて前記光
源の光を取り込み、一主面である出光面から面状光を出射し、前記面状光の輝度分布を変
化させるパターンが表面に形成されている導光板と、前記光源を固定配置し、前記導光板
を変位可能な状態で保持するバックライトシャーシと、前記光源と前記パターンの位置ず
れ量に応じて輝度を補正する補正値を前記位置ずれ量に対応付けて予め記憶する記憶部と
、前記光源と前記パターンの位置ずれ量を検出し、検出した前記位置ずれ量に対応する前
記補正値を前記記憶部から読み出して出力する位置ずれ量検出部と、外部から供給される
画像信号と、前記補正値とに基づいて駆動信号を生成して出力する表示用回路と、前記出
光面の前面に配置され、前記駆動信号に基づいて画像を表示する液晶表示パネルと、を備



(5) JP 2020-76861 A 2020.5.21

10

20

30

40

50

える液晶表示装置である。
【発明の効果】
【００１５】
　この発明によれば、エッジバックライト方式の液晶表示装置において、光源と導光板の
パターンとの間で位置ずれが生じた場合であっても、輝度分布の補正を行うことが可能に
なる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】第１実施形態による液晶表示装置の外観図及び機能ブロック図である。
【図２】第２実施形態による液晶表示装置の正面図及び機能ブロック図である。
【図３】同実施形態による液晶表示装置の縦断面図である。
【図４】同実施形態による記憶部が記憶する補正データテーブルのデータ構成を示す図で
ある。
【図５】同実施形態の液晶表示装置による輝度分布の補正処理の流れを示すフローチャー
トである。
【図６】同実施形態による液晶表示装置を縦置きした場合の正面図である。
【図７】第３実施形態による液晶表示装置の正面図及び機能ブロック図である。
【図８】同実施形態による記憶部が記憶する補正データテーブルのデータ構成を示す図で
ある。
【図９】同実施形態の液晶表示装置による輝度分布の補正処理の流れを示すフローチャー
トである。
【図１０】同実施形態において導光板の膨張による位置ずれを説明する図である。
【図１１】同実施形態による液晶表示装置を縦置きした場合の正面図である。
【図１２】エッジバックライト方式の液晶表示装置の一例を示す図である。
【図１３】導光板の表面に形成されるパターンとＬＥＤ素子とが最適な位置関係である場
合の構成、及び最適な位置関係の場合の液晶表示パネルの表示状態を示す図である。
【図１４】導光板の表面に形成されるパターンとＬＥＤ素子とが横置きにすることによっ
て最適な位置関係からずれた場合の構成、及びその場合の液晶表示パネルの表示状態を示
す図である。
【図１５】導光板の表面に形成されるパターンとＬＥＤ素子とが縦置きにすることによっ
て最適な位置関係からずれた場合の構成、及びその場合の液晶表示パネルの表示状態を示
す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
（第１実施形態）
　以下、本発明の実施形態について図面を参照して説明する。図１は、第１実施形態の液
晶表示装置１の外観図及び機能ブロック図を含む図である。液晶表示装置１は、導光板２
、光源３、バックライトシャーシ４、液晶表示パネル６、位置ずれ量検出部５０、記憶部
６０、表示用回路７０を備える。
【００１８】
　光源３は、例えば、ＬＥＤ素子や冷陰極線管などの光源である。また、光源３は、バッ
クライトシャーシ４の内部に固定配置されており、導光板２の側面の受光面に対して光を
出射する。光源３の形状は、図１に示すように、長手形状であってもよいし、導光板２の
側面の受光面に光を出射できるのであれば、どのような形状であってもよい。バックライ
トシャーシ４は、導光板２を変位可能な状態で保持する。
【００１９】
　導光板２の主面のうち液晶表示パネル６が配置される側の主面が出光面である。導光板
２は、光源３が配置される側の側面の受光面を通じて光源３の光を取り込み、出光面から
面状光を出射する。また、導光板２の出光面の表面には、図１において符号２０で示すよ
うな、出射する面状光の輝度分布を変化させる白色のパターン（以下、パターン２０とい
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う）が印刷等により形成されている。なお、パターン２０において、色付きの領域が白色
であり、当該領域の色は、完全な白色でなく白色系の色であってもよい。
【００２０】
　液晶表示パネル６は、導光板２の前面に配置され、表示用回路７０が出力するＬＣＤ駆
動信号（以下、駆動信号という）により画素ごとの液晶を回転させ、導光板２が出射する
面状光を変調して画像を表示する。記憶部６０は、例えば、不揮発性の記憶領域であり、
光源３の位置と、導光板２の表面に形成されるパターン２０の位置の位置ずれ量に応じて
輝度を補正する補正値を位置ずれ量に対応付けて予め記憶する。
【００２１】
　位置ずれ量検出部５０は、光源３の位置と、導光板２の表面に形成されるパターン２０
の位置の位置ずれ量を検出する。また、位置ずれ量検出部５０は、検出した位置ずれ量に
対応する補正値を記憶部６０から読み出して出力する。
【００２２】
　表示用回路７０は、外部から供給される画像信号を取り込み、取り込んだ画像信号と、
位置ずれ量検出部５０が出力する補正値とに基づいて、画素の輝度値を補正値にしたがっ
て補正する駆動信号を生成して液晶表示パネル６に出力する。
【００２３】
　上記の第１実施形態の構成により、エッジバックライト方式の液晶表示装置１において
、位置ずれ量検出部５０は、光源３と、導光板２の表面に形成されるパターン２０の位置
ずれ量を検出し、検出した位置ずれ量に対応する輝度を補正する補正値を記憶部６０から
読み出す。表示用回路７０は、外部から供給される画像信号と、位置ずれ量検出部５０が
読み出した補正値とに基づいて駆動信号を生成して出力する。液晶表示パネル６は、表示
用回路７０が出力した駆動信号に基づいて画像を表示する。これにより、液晶表示装置１
において、光源３と導光板２のパターン２０との間で位置ずれが生じた場合であっても、
輝度分布の補正を行うことが可能となる。
【００２４】
（第２実施形態）
　図２は、第２実施形態の液晶表示装置１ａの正面図及び機能ブロック図を含む図である
。また、図３は、液晶表示装置１ａの縦断面図である。なお、図２では、説明の便宜上、
液晶表示装置１ａに含まれる図３の筐体７と液晶表示パネル６を省略して液晶表示装置１
ａを示している。第１実施形態と同一の構成については同一の符号を付し、以下、異なる
構成について説明する。
【００２５】
　図２及び図３に示すように、液晶表示装置１ａは、導光板２ａ、光源３ａ、バックライ
トシャーシ４ａ、反射シート５、液晶表示パネル６、筐体７、ストッパ１１－１～１１－
４、導光板保持金具１２－１，１２－２、距離検出部５１－１，５１－２、演算部５２、
記憶部６０ａ、及び表示用回路７０を備える。
【００２６】
　バックライトシャーシ４ａは、矩形、または長方形形状の底部と、底部の四辺より突出
した側壁部とを備えており、図３に示すように筐体７の内部に固定されている。導光板２
ａは、バックライトシャーシ４ａの底部に変位可能な状態で保持されている。反射シート
５は、導光板２ａの出光面２５とは逆の主面とバックライトシャーシ４ａの底部との間に
配置されている。液晶表示パネル６は、導光板２ａの出光面２５の前面に配置され、筐体
７によって固定されている。
【００２７】
　光源３ａは、円柱形状や直方形形状などの長手形状の光源であり、バックライトシャー
シ４ａの一側壁部の内側に、導光板２ａの側面の受光面２６に対して長手方向が平行にな
るように固定配置され、受光面２６に対して光を出射する。また、光源３ａは、例えば、
内部に一定の間隔で一列に配列された複数のＬＥＤ素子３０－１，３０－２，…を備えて
いる。ＬＥＤ素子３０－１，３０－２，…各々の発光により生じる光の分布は、出射方向
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に対して均一ではなく、出射方向に対して扇形状に広がる分布となる。
【００２８】
　図２に示すように、ストッパ１１－１，１１－２，１１－３，１１－４は、バックライ
トシャーシ４ａの四隅付近に、導光板２ａとの間に一定量のギャップ（隙間）が存在する
ように固定配置されており、導光板２ａを一定の範囲から動かないように係止している。
また、図２及び図３に示すように、ストッパ１１－２，１１－４は、導光板２ａを係止す
ることにより導光板２ａが光源３ａに接触することを防いでいる。
【００２９】
　導光板保持金具１２－１，１２－２は、バックライトシャーシ４ａの左右両側の中央付
近に固定配置されている。導光板２ａは、矩形、または長方形形状を有しており、左右両
側の中央付近に、導光板保持金具１２－１，１２－２の各々の形状に応じた凹形状の切り
欠けである凹部２２－１，２２－２が設けられている。凹部２２－１，２２－２の大きさ
は、導光板２ａを固定してしまわないように、一定量のギャップを有して導光板保持金具
１２－１，１２－２の各々に嵌る大きさになっている。
【００３０】
　これにより、導光板保持金具１２－１，１２－２の各々と、導光板２ａの凹部１１０－
１，１１０－２の各々とが嵌め合わされて係合することにより、一定量のギャップを設け
た状態で導光板２ａが保持される。そのため、導光板２ａは、左右の方向に対して変位可
能な状態、すなわち横方向に対して一定量のガタツキが生じるようになっている。
【００３１】
　また、導光板２ａの表面には、図２において符号２０ａで示すような、出射する面状光
の輝度分布を変化させる白色のパターン（以下、パターン２０ａという）が印刷等により
形成されている。なお、パターン２０ａにおいて、色付きの領域が白色であり、当該領域
の色は、白色でなく白色系の色であってもよい。
【００３２】
　パターン２０ａは、ＬＥＤ素子３０－１，３０－２，…と、導光板２ａのパターン２０
ａとが最適な位置関係になっている場合、均一でないＬＥＤ素子３０－１，３０－２，…
の出射光の分布を変化させて導光板２ａの出光面から出射される面状光の輝度分布を均一
にするパターンになっている。したがって、ＬＥＤ素子３０－１，３０－２，…と、パタ
ーン２０ａの位置にずれが生じると、位置ずれ量に応じて面状光の輝度分布が変化して液
晶表示パネル６が表示する画像の輝度にムラが生じることになる。
【００３３】
　記憶部６０ａは、例えば、不揮発性の記憶領域であり、図４に示す補正データテーブル
６０ａ－Ｔを予め記憶する。補正データテーブル６０ａ－Ｔは、「位置ずれ量」、及び「
補正値」の項目を有しており、「位置ずれ量」の項目には、ＬＥＤ素子３０－１，３０－
２，…の位置と、パターン２０ａの位置との位置ずれ量を示す値が書き込まれる。
【００３４】
　なお、位置ずれ量が「０」の場合とは、ＬＥＤ素子３０－１，３０－２，…と、パター
ン２０ａとが最適な位置関係の場合である。また、位置ずれ量がマイナスの値になってい
る項目は、例えば、図２において、導光板２ａが、右方向にシフトした場合に参照される
項目であり、位置ずれ量がプラスの値になっている項目は、図２において、導光板２ａが
、左方向にシフトした場合に参照される項目である。
【００３５】
　「補正値」の項目は、更に、液晶表示パネル６の全ての画素ごとの項目に分かれており
、例えば、「画素１－１」の項目には、液晶表示パネル６の１行１列目の画素に対する補
正値が書き込まれ、続く「画素１－２」，「画素１－３」，…の項目には、それぞれ１行
２列目の画素に対する補正値、１行３列目の画素に対する補正値、…が書き込まれる。こ
こで、補正値は、位置ずれ量ごとに予め測定した液晶表示パネル６の各画素における数階
調レベルを示す値、例えば、－１０～＋１０の間の整数で示される値である。なお、液晶
表示パネル６において、「画素１－１」の画素の位置は、例えば、図２のように液晶表示
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装置１ａを横置きした場合、右下隅の画素であり、上方向に向かって行数が増加し、左方
向に向かって列数が増加する。
【００３６】
　距離検出部５１－１，５１－２は、例えば、レーザ等により距離を測定する距離センサ
である。距離検出部５１－１，５１－２は、光源３ａの長手方向に直交する導光板２ａの
側面を参照可能、すなわち当該側面を見通すことができる位置に固定配置される。例えば
、図２に示すように、光源３ａの長手方向に対して直交するバックライトシャーシ４ａの
２つの側壁部の一方の２か所に距離検出部５１－１，５１－２が固定配置される。また、
距離検出部５１－１，５１－２は、配置位置から導光板２ａの側面までの水平方向の距離
、すなわち光源３ａの長手方向における距離を検出する。
【００３７】
　図２に示すように、距離検出部５１－１が検出する導光板２ａの側面までの距離を「距
離Ｄ１」とし、距離検出部５１－２が検出する導光板２ａの側面までの距離を「距離Ｄ２
」とする。また、ＬＥＤ素子３０－１，３０－２，…と、パターン２０ａとが最適な位置
関係の場合の距離Ｄ１及び距離Ｄ２の長さを、「ｓｒ」とする。
【００３８】
　バックライトシャーシ４ａのサイズ、及び導光板２ａのサイズは、設計により予め定ま
っており、最適な位置関係の場合のパターン２０ａの位置、すなわち導光板２ａの位置は
、予め既知であるため「ｓｒ」の値は予め算出可能な値である。したがって、「ｓｒ」の
長さの値が、導光板２ａの基準位置を示す情報、すなわちＬＥＤ素子３０－１，３０－２
，…の位置と、パターン２０ａの位置とが最適である位置を示す情報となる。
【００３９】
　演算部５２は、導光板２ａの基準位置を示す情報を予め内部の記憶領域に記憶する。ま
た、演算部５２は、距離検出部５１－１，５１－２が検出した距離Ｄ１及び距離Ｄ２と、
導光板２ａの基準位置を示す情報とに基づいて、ＬＥＤ素子３０－１，３０－２，…の位
置と、パターン２０ａの位置との間の位置ずれ量を算出する。また、演算部５２は、算出
した位置ずれ量に対応する画素ごとの補正値を、記憶部６０ａの補正データテーブル６０
ａ－Ｔから読み出して表示用回路７０に出力する。
【００４０】
　なお、距離検出部５１－１，５１－２、及び演算部５２は、第１実施形態における位置
ずれ量検出部５０に相当する機能部である。
【００４１】
（第２実施形態による輝度分布の補正処理）
　図５は、第２実施形態の液晶表示装置１ａによる輝度分布の補正処理の流れを示すフロ
ーチャートである。例えば、図２に示すように液晶表示装置１ａを長手方向が水平になる
ように横置きで配置する。距離検出部５１－１は、配置位置から導光板２ａの側面までの
水平距離である距離Ｄ１を測定して演算部５２に出力する。距離検出部５１－２は、配置
位置から導光板２ａの側面までの水平距離である距離Ｄ２を測定して演算部５２に出力す
る（ステップＳａ１）。
【００４２】
　演算部５２は、内部の記憶領域から導光板２ａの基準位置を示す情報、すなわち「ｓｒ
」の長さの値を読み出す。演算部５２は、距離Ｄ１と、距離Ｄ２の平均値を算出する（ス
テップＳａ２）。演算部５２は、次式（１）によりＬＥＤ素子３０－１，３０－２，…の
位置と、パターン２０ａの位置との間の位置ずれ量αを算出する。
【００４３】
　α＝（距離Ｄ１と距離Ｄ２の平均値）－ｓｒ　…（１）
【００４４】
　例えば、図２において、導光板２ａが、右方向にシフトしている場合、位置ずれ量αは
マイナスの値になり、導光板２ａが、左方向にシフトしている場合、位置ずれ量αはプラ
スの値になる（ステップＳａ３）。
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【００４５】
　演算部５２は、記憶部６０ａが記憶する補正データテーブル６０ａ－Ｔを参照し、算出
した位置ずれ量αに対応する全ての画素の補正値を読み出し、読み出した全ての画素の補
正値を表示用回路７０に出力する（ステップＳａ４）。
【００４６】
　表示用回路７０は、外部から供給される画像信号を取り込み、取り込んだ画像信号と、
演算部５２が出力する全ての画素の補正値とに基づいて液晶表示パネル６を駆動する駆動
信号を生成する（ステップＳａ５）。表示用回路７０は、生成した駆動信号を液晶表示パ
ネル６に出力する（ステップＳａ６）。表示用回路７０は、駆動信号を生成する際、画像
信号に含まれる各画素の輝度値を補正値に基づいて補正するため、液晶表示パネル６に表
示される画像において輝度分布のムラがなくなり、均一の輝度分布で画像が表示されるこ
とになる。
【００４７】
　上記の第２実施形態の構成により、液晶表示装置１ａにおいて、距離検出部５１－１，
５１－２は、光源３ａの長手方向に直交する導光板２ａの側面を参照可能な位置に配置さ
れ、配置位置から当該側面までの距離であって、光源３ａの長手方向における距離を検出
する。演算部５２は、距離検出部５１－１，５１－２が検出する距離と、予め定められる
導光板２ａの基準位置を示す情報とに基づいて、光源３ａとパターン２０ａの位置ずれ量
を算出し、算出した位置ずれ量に対応する補正値を記憶部６０ａから読み出す。これによ
り、光源３ａと導光板２ａのパターン２０ａとの間で光源３ａの長手方向に位置ずれが生
じている場合に、輝度分布の補正を行うことが可能となる。
【００４８】
　なお、上記の第２実施形態の構成により、図６に示すように、液晶表示装置１ａを長手
方向が垂直方向になるように縦置きで配置した場合、導光板２ａは、下方向にシフトする
ことになるため、図５に示した処理と同様の処理により輝度分布の補正を行うことが可能
である。
【００４９】
（第３実施形態）
　図７は、第３実施形態の液晶表示装置１ｂの正面図及び機能ブロック図を含む図である
。以下、第１及び第２実施形態と同一の構成については同一の符号を付し、以下、異なる
構成について説明する。
【００５０】
　なお、第３実施形態の液晶表示装置１ｂは、図３に示す第２実施形態の液晶表示装置１
ａと同一の縦断面の構造を有している。また、図７では、説明の便宜上、液晶表示装置１
ｂに含まれる図３の筐体７と液晶表示パネル６を省略して液晶表示装置１ｂを示している
。
【００５１】
　図７及び図３に示すように、液晶表示装置１ｂは、導光板２ａ、光源３ａ、バックライ
トシャーシ４ａ、反射シート５、液晶表示パネル６、筐体７、ストッパ１１－１～１１－
４、導光板保持金具１２－１，１２－２、距離検出部５１－１，５１－２，５１－３，５
１－４、演算部５２ｂ、記憶部６０ｂ、及び表示用回路７０を備える。
【００５２】
　記憶部６０ｂは、例えば、不揮発性の記憶領域であり、図８に示す補正データテーブル
６０ｂ－Ｔを予め記憶する。補正データテーブル６０ｂ－Ｔは、「位置ずれ量」、及び「
補正値」の項目を有しており、「位置ずれ量」の項目には、ＬＥＤ素子３０－１，３０－
２，…の位置と、パターン２０ａの位置との位置ずれ量を示す値が書き込まれる。
【００５３】
　なお、位置ずれ量が「０」の場合とは、ＬＥＤ素子３０－１，３０－２，…の位置と、
パターン２０ａの位置とが最適な位置関係の場合である。また、位置ずれ量がマイナスの
値になっている項目は、例えば、図７において、導光板２ａが、右方向にシフトした場合
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に参照される項目であり、位置ずれ量がプラスの値になっている項目は、図７において、
導光板２ａが、左方向にシフトした場合に参照される項目である。
【００５４】
　「補正値」の項目は、更に、ＬＥＤ素子３０－１，３０－２，…ごとの項目に分かれて
いる。なお、図８に示す第１ＬＥＤ素子，第２ＬＥＤ素子，…が、それぞれＬＥＤ素子３
０－１，３０－２，…に対応する。また、ＬＥＤ素子３０－１，３０－２，…ごとの項目
は、更に、各々のＬＥＤ素子３０－１，３０－２，…に対応する画素ごとの項目に分かれ
ている。
【００５５】
　第２実施形態では、導光板２ａのサイズが変化しないことを前提としていたため、導光
板２ａの位置ずれ量αが、ＬＥＤ素子３０－１，３０－２，…と、パターン２０ａとの位
置ずれ量を示していた。これに対して、第３実施形態では、導光板２ａが膨張してサイズ
が変化することを考慮するため、ＬＥＤ素子３０－１，３０－２，…ごとに、ＬＥＤ素子
３０－１，３０－２，…と、パターン２０ａとの位置ずれ量が異なることになる。そのた
め、ＬＥＤ素子３０－１，３０－２，…ごとの位置ずれ量に応じた、ＬＥＤ素子３０－１
，３０－２，…の各々に対応する画素に対する補正値を予め測定して補正データテーブル
６０ｂ－Ｔに記憶させておく。
【００５６】
　ここで、ＬＥＤ素子３０－１，３０－２，…の各々に対応する画素とは、ＬＥＤ素子３
０－１，３０－２，…の各々が出射する光の影響を受ける画素のことである。第３実施形
態では、ＬＥＤ素子３０－１，３０－２，…と、ＬＥＤ素子３０－１，３０－２，…の各
々の影響を受ける画素とが１対１で対応するように列単位で画素を区切って対応付けを行
っている。なお、ＬＥＤ素子３０－１，３０－２，…の各々が出射する光は扇形状に広が
るため、隣接する２つのＬＥＤ素子３０－１，３０－２，…の影響を重複して受ける画素
が存在するが、第３実施形態では、この重複による影響が小さいものとしている。
【００５７】
　例えば、図８に示す補正データテーブル６０ｂ－Ｔでは、ＬＥＤ素子３０－１，３０－
２，…ごとに１００列単位で対応付けを行っている。ＬＥＤ素子３０－１には、１行１列
目の画素１－１から１行１００列目の画素１－１００、２行１列めの画素２－１から２行
１００列目の画素２－１００というように全ての行について１列から１００列の画素が対
応付けられている。また、ＬＥＤ素子３０－２には、１行１列目の画素１０１－１から１
行２００列目の画素１－１００、２行１０１列めの画素２－１０１から２行２００列目の
画素２－２００というように全ての行について１０１列から２００列の画素が対応付けら
れている。
【００５８】
　なお、補正値は、第２実施形態と同様に、位置ずれ量ごとに予め測定した液晶表示パネ
ル６の各画素における数階調レベルを示す値、例えば、－１０～＋１０の間の整数で示さ
れる値である。また、液晶表示パネル６において、「画素１－１」の画素の位置は、例え
ば、第２実施形態と同様に、右下隅の画素であり、上方向に向かって行数が増加し、左方
向に向かって列数が増加する。
【００５９】
　距離検出部５１－３，５１－４は、距離検出部５１－１，５１－２と同様に、例えば、
レーザ等により距離を測定する距離センサである。距離検出部５１－３，５１－４は、光
源３ａの長手方向に直交する導光板２ａの側面を参照可能な位置、すなわち当該側面を見
通すことができる位置に固定配置される。例えば、図７に示すように、距離検出部５１－
１，５１－２が固定配置されているバックライトシャーシ４ａの側壁部に対向する側壁部
の２か所に距離検出部５１－３，５１－４が固定配置される。また、距離検出部５１－３
，５１－４は、配置位置から導光板２ａの側面までの水平方向の距離、すなわち光源３ａ
の長手方向における距離を検出する。図７に示すように、距離検出部５１－３が検出する
導光板２ａの側面までの距離を「距離Ｄ３」とし、距離検出部５１－４が検出する導光板
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２ａの側面までの距離を「距離Ｄ４」とする。
【００６０】
　また、ＬＥＤ素子３０－１，３０－２，…の位置と、パターン２０ａの位置とが最適な
位置関係の場合の距離Ｄ１及び距離Ｄ２の長さを第２実施形態と同様に「ｓｒ」とし、距
離Ｄ３及び距離Ｄ４の長さを「ｓｌ」とする。
【００６１】
　バックライトシャーシ４ａのサイズ、及び膨張前の導光板２ａのサイズは、設計により
予め定まっており、最適な位置関係の場合のパターン２０ａの位置、すなわち導光板２ａ
の位置は、予め既知であるため「ｓｒ」、「ｓｌ」の値は予め算出可能な値である。した
がって、「ｓｒ」と「ｓｌ」の長さの値が、導光板２ａの基準位置を示す情報、すなわち
ＬＥＤ素子３０－１，３０－２，…の位置と、パターン２０ａの位置とが最適である位置
を示す情報となる。なお、「ｓｒ」と「ｓｌ」は、同一の値であってもよいし、異なる値
であってもよい。
【００６２】
　演算部５２ｂは、導光板２ａの基準位置を示す情報、及び光源３ａに含まれるＬＥＤ素
子３０－１，３０－２，…の個数（以下、ＬＥＤ素子数という）を予め内部の記憶領域に
記憶する。また、演算部５２ｂは、距離検出部５１－１，５１－２，５１－３，５１－４
が検出した距離Ｄ１、距離Ｄ２、距離Ｄ３、及び距離Ｄ４と、導光板２ａの基準位置を示
す情報とに基づいて、導光板２ａの膨張量を算出する。
【００６３】
　なお、第３実施形態では、導光板２ａは、局部的ではなく、中心から均等に全方向に膨
張すると仮定している。当該仮定を前提として、演算部５２ｂは、算出した膨張量をＬＥ
Ｄ素子数で除算して１つのＬＥＤ素子３０－１，３０－２，…当たりの膨張による位置ず
れ量を算出する。
【００６４】
　また、演算部５２ｂは、距離検出部５１－１，５１－２，５１－３，５１－４が検出し
た距離Ｄ１、距離Ｄ２、距離Ｄ３、及び距離Ｄ４と、導光板２ａの基準位置を示す情報と
に基づいて、導光板２ａの位置ずれ量を算出する。
【００６５】
　また、演算部５２ｂは、算出した膨張による位置ずれ量と、導光板２ａの位置ずれ量と
に基づいて、ＬＥＤ素子３０－１，３０－２，…ごとに、ＬＥＤ素子３０－１，３０－２
，…と、各々のＬＥＤ素子３０－１，３０－２，…に対応するパターン２０ａとの間の位
置ずれ量を算出する。また、演算部５２ｂは、算出した位置ずれ量に対応する画素ごとの
補正値を、記憶部６０ｂの補正データテーブル６０ｂ－Ｔから読み出して表示用回路７０
に出力する。
【００６６】
　なお、距離検出部５１－１，５１－２，５１－３，５１－４、及び演算部５２ｂは、第
１実施形態における位置ずれ量検出部５０に相当する機能部である。
【００６７】
（第３実施形態による輝度分布の補正処理）
　図９は、第３実施形態の液晶表示装置１ｂによる輝度分布の補正処理の流れを示すフロ
ーチャートである。例えば、図７に示すように液晶表示装置１ｂを長手方向が水平になる
ように横置きで配置する。距離検出部５１－１，５１－２の各々は、配置位置から導光板
２ａの側面までの水平距離である距離Ｄ１，Ｄ２を測定して演算部５２ｂに出力する。距
離検出部５１－３，５１－４の各々は、配置位置から導光板２ａの側面までの水平距離で
ある距離Ｄ３，Ｄ４を測定して演算部５２ｂに出力する（ステップＳｂ１）。
【００６８】
　演算部５２ｂは、距離Ｄ１と距離Ｄ２の平均値（以下、距離Ａｖｇ１２という）を算出
し、距離Ｄ３と距離Ｄ４（以下、距離Ａｖｇ３４という）の平均値を算出する（ステップ
Ｓｂ２）。
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【００６９】
　演算部５２ｂは、距離Ａｖｇ１２と距離Ａｖｇ３４の合計値を算出する。演算部５２ｂ
は、内部の記憶領域から導光板２ａの基準位置を示す情報、すなわち「ｓｒ」及び「ｓｌ
」の長さの値を読み出す。
【００７０】
　導光板２ａが膨張していない場合、「ｓｒ＋ｓｌ＝距離Ａｖｇ１２＋距離Ａｖｇ３４」
となるが、膨張している場合、「ｓｒ＋ｓｌ＞距離Ａｖｇ１２＋距離Ａｖｇ３４」となる
。したがって、演算部５２ｂは、次式（２）により導光板２ａの膨張量Ｅを算出する（ス
テップＳｂ３）。
【００７１】
　膨張量Ｅ＝（ｓｒ＋ｓｌ）－（距離Ａｖｇ１２＋距離Ａｖｇ３４）　…（２）
【００７２】
　演算部５２ｂは、内部の記憶領域から光源３ａに含まれるＬＥＤ素子数を読み出し、次
式（３）により１つのＬＥＤ素子３０－１，３０－２，…当たりの膨張による位置ずれ量
βを算出する（ステップＳｂ４）。
【００７３】
　β＝膨張量Ｅ／ＬＥＤ素子数　…（３）
【００７４】
　導光板２ａは、左右両方向に均等に膨張しているため、両側の基準位置「ｓｒ」と「ｓ
ｌ」は、「Ｅ／２」ずつ短くなる。位置ずれ量γは、図７において、導光板２ａが右方向
にずれる場合にマイナスの値となり、左方向にずれる場合にプラスの値となることから、
導光板２ａの位置ずれ量γは、次式（４）または次式（５）により求められる。
【００７５】
　γ＝距離Ａｖｇ１２－（ｓｒ－Ｅ／２）　…（５）
【００７６】
　γ＝（ｓｌ－Ｅ／２）－距離Ａｖｇ３４　…（６）
【００７７】
　式（５）及び式（６）から膨張量Ｅを除くことにより式（７）が導かれる。
【００７８】
　γ＝｛距離Ａｖｇ１２－距離Ａｖｇ３４－（ｓｒ－ｓｌ）｝／２　…（７）
【００７９】
　演算部５２ｂは、式（７）に基づいて導光板２ａの位置ずれ量γを算出する（ステップ
Ｓｂ５）。なお、ｓｒ＝ｓｌの場合には、式（７）の（ｓｒ－ｓｌ）の項は「０」になる
ため、（距離Ａｖｇ１２－距離Ａｖｇ３４）を２で除算した値が導光板２ａの位置ずれ量
γとなる。
【００８０】
　演算部５２ｂは、膨張による位置ずれ量βと、導光板２ａの位置ずれ量γとに基づいて
、ＬＥＤ素子３０－１，３０－２，…ごとに、ＬＥＤ素子３０－１，３０－２，…の位置
と、各々のＬＥＤ素子３０－１，３０－２，…に対応するパターン２０ａの位置との間の
位置ずれ量α１，α２，…を算出する（ステップＳｂ６）。
【００８１】
　例えば、図１０（ａ）に示すように、膨張していない導光板２ａの長手方向の全長が「
７Ｘ」であり、７個のＬＥＤ素子３０－１，３０－２，３０－３，３０－４，３０－５，
３０－６，３０－７が一定の間隔「Ｘ」で配置されているとする。また、ＬＥＤ素子３０
－４の位置が、導光板２ａの中心に一致しているとする。このとき、ＬＥＤ素子３０－１
，３０－２，３０－３，３０－４，３０－５，３０－６，３０－７の長手方向における座
標値は、それぞれ「３Ｘ」，「２Ｘ」，「Ｘ」，「０」，「－Ｘ」，「－２Ｘ」，「－３
Ｘ」になる。
【００８２】
　図１０（ｂ）に示すように、導光板２ａが膨張すると、ＬＥＤ素子３０－１，３０－２
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，３０－３，３０－４，３０－５，３０－６，３０－７に対応するパターン２０ａの位置
は、膨張による位置ずれ量β（＝膨張量Ｅ／７）ずつずれていくことになる。したがって
、図１０（ｂ）の場合のＬＥＤ素子３０－１に対応する位置ずれ量α１は、膨張による位
置ずれ量βと、導光板２ａの位置ずれ量γを用いて表すと、α１＝γ－３βとなる。
【００８３】
　また、位置ずれ量α２，α３，α４は、それぞれ（γ－２β），（γ－β），γとなる
。また、位置ずれ量α５，α６，α７は、それぞれ（γ＋β），（γ＋２β），（γ＋３
β）となる。
【００８４】
　演算部５２ｂは、記憶部６０ａが記憶する補正データテーブル６０ａ－Ｔを参照し、算
出した位置ずれ量α１，α２，…の各々に対応するＬＥＤ素子３０－１，３０－２，…に
関連付けられている画素の補正値の中から位置ずれ量α１，α２，…の各々に対応する補
正値を読み出す。
【００８５】
　例えば、位置ずれ量α１が「－０．２」である場合、位置ずれ量α１は、ＬＥＤ素子３
０－１に対応している。そのため、演算部５２ｂは、ＬＥＤ素子３０－１に関連付けられ
ている「第１ＬＥＤ素子」の「画素１－１」～「画素１－１００」，「画素２－１」～「
画素２－１００」，…の項目に書き込まれている位置ずれ量「－０．２」に対応する全て
の補正値を読み出す。演算部５２ｂは、残りの位置ずれ量α２，α３，…についても対応
する補正値を読み出す（ステップＳｂ７）。
【００８６】
　表示用回路７０は、外部から供給される画像信号を取り込み、取り込んだ画像信号と、
演算部５２ｂが出力する全ての画素の補正値とに基づいて液晶表示パネル６を駆動する駆
動信号を生成する（ステップＳｂ８）。表示用回路７０は、生成した駆動信号を液晶表示
パネル６に出力する（ステップＳｂ９）。表示用回路７０は、駆動信号を生成する際、画
像信号に含まれる各画素の輝度値を補正値に基づいて補正する、液晶表示パネル６に表示
される画像において輝度分布のムラがなくなり、均一の輝度分布で画像が表示されること
になる。
【００８７】
　上記の第３実施形態の構成により、液晶表示装置１ｂにおいて、距離検出部５１－１，
５１－２は、光源３ａの長手方向に直交する導光板２ａの一方の側面を参照可能な位置に
配置され、配置位置から当該側面までの距離であって、光源３ａの長手方向における距離
（以下、第１距離という）を検出する。ここで、第１距離は、例えば、上記の距離Ｄ１と
距離Ｄ２の平均値である。距離検出部５１－３，５１－４は、光源３ａの長手方向に直交
する導光板２ａの他方の側面を参照可能な位置に配置され、配置位置から当該側面までの
距離であって、光源３ａの長手方向における距離（以下、第２距離という）を検出する。
ここで、第２距離は、例えば、上記の距離Ｄ３と距離Ｄ４の平均値である。演算部５２ｂ
は、第１距離及び第２距離と、予め定められる導光板２ａの基準位置を示す情報とに基づ
いて、導光板２ａの膨張量を算出する。演算部５２ｂは、算出した膨張量と、ＬＥＤ素子
３０－１，３０－２，…の個数とに基づいて、膨張による位置ずれ量βを算出し、第１距
離及び第２距離とに基づいて、導光板２ａの位置ずれ量γを算出する。演算部５２ｂは、
膨張による位置ずれ量βと、導光板２ａの位置ずれ量γとに基づいて、ＬＥＤ素子３０－
１，３０－２，…の各々と、ＬＥＤ素子３０－１，３０－２，…の各々に対応するパター
ン２０ａの位置ずれ量α２，α３，…をＬＥＤ素子３０－１，３０－２，…ごとに算出し
、算出した位置ずれ量α２，α３，…に対応する補正値を記憶部６０ｂから読み出して出
力する。これにより、導光板２ａが膨張している場合であっても、光源３ａと導光板２ａ
のパターン２０ａとの間で光源３ａの長手方向に位置ずれが生じているときに、輝度分布
の補正を行うことが可能となる。
【００８８】
　なお、上記の第３実施形態の構成により、図１１に示すように、液晶表示装置１ａを長
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手方向が垂直方向になるように縦置きで配置した場合、導光板２ａは、下方向にシフトす
ることになるため、図９に示した処理と同様の処理により輝度分布の補正を行うことが可
能である。
【００８９】
　なお、上記の第２実施形態では、図２に示すように、距離検出部５１－１，５１－２は
、ストッパ１１－１，１１－２に近接してバックライトシャーシ４ａの側壁部に固定配置
されているが、導光板保持金具１２－１に近接させるなど当該側壁部の任意の位置に配置
してもよい。また、上記の第３実施形態では、図７に示すように、距離検出部５１－３，
５１－４は、ストッパ１１－３，１１－４に近接してバックライトシャーシ４ａの側壁部
に固定配置されているが、導光板保持金具１２－２に近接させるなど当該側壁部の任意の
位置に配置してもよい。また、距離検出部５１－１，５１－２のいずれか１つを固定配置
するようにしてもよく、距離検出部５１－３，５１－４のいずれか１つを固定配置するよ
うにしてもよい。また、各々の側壁部において配置する距離検出部５１－１～５１－４の
数は、３個以上であってもよい。
【００９０】
　なお、上記の第２及び第３実施形態では、演算部５２ａ，５２ｂは、距離Ｄ１及び距離
Ｄ２の平均値、並びに距離Ｄ３及び距離Ｄ４の平均値を算出するようにしているが、平均
値以外の値であってもよく、例えば、距離Ｄ１及び距離Ｄ２のいずれか一方、並びに距離
Ｄ３及び距離Ｄ４のいずれか一方を選択するようにしてもよい。
【００９１】
　また、上記の第２及び第３実施形態では、図４及び図８に示す補正データテーブル６０
ａ－Ｔ，６０ｂ－Ｔに示すように、画素ごとの補正値を記憶するようにしているが、本発
明の構成は、当該実施の形態に限られるものではない。例えば、液晶表示パネル６の解像
度や演算部５２ａ，５２ｂに使用されているＩＣ(Integrated Circuit)の性能、または記
憶部６０ａ，６０ｂなどのコストなどを考慮して数画素単位、または数十画素単位ごとに
１個の補正値を対応させるようにしてもよい。
【００９２】
　また、上記の第３実施形態では、ＬＥＤ素子３０－１，３０－２，…が出射する光の影
響を重複して受ける画素について、当該重複の影響が小さいことを前提として、ＬＥＤ素
子３０－１，３０－２，…と、ＬＥＤ素子３０－１，３０－２，…の各々の影響を受ける
画素とが１対１で対応するようにしているが、本発明の構成は、当該実施の形態に限られ
ない。例えば、図８の補正データテーブル６０ｂ－Ｔにおいて、隣接する２つのＬＥＤ素
子３０－１，３０－２，…から重複して影響を受ける画素については、隣接する２つのＬ
ＥＤ素子３０－１，３０－２，…の項目の両方に当該画素の項目を設けて補正値を記憶さ
せておくようにしてもよい。この場合、演算部５２ｂは、当該画素について２つの補正値
を補正データテーブル６０ｂ－Ｔから読み出すことになるが、例えば、読み出した２つの
補正値の平均値を当該画素についての補正値にするようにしてもよい。
【００９３】
　また、第２実施形態の導光板２ａが膨張することを考慮しない構成に対して、距離検出
部５１－１，５１－２に加えて第３実施形態の距離検出部５１－３，５１－４を適用して
もよい。また、この場合、「ｓｒ」と「ｓｌ」が同一の値なるようにバックライトシャー
シ４ａ、導光板２ａ、及びパターン２０ａを設計しておくことで、上記式（７）より次式
（８）を導くことができる。
【００９４】
位置ずれ量α＝｛距離Ａｖｇ１２－距離Ａｖｇ３４｝／２　…（８）
【００９５】
　これにより、「ｓｒ」と「ｓｌ」を用いずに第２実施形態における位置ずれ量αを算出
することが可能となる。
【００９６】
　また、第２及び第３実施形態のパターン２０ａは、ＬＥＤ素子３０－１，３０－２，…
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と、導光板２ａのパターン２０ａとが最適な位置関係になっている場合、導光板２ａの出
光面から出射される面状光の輝度分布を均一にするパターンであるとしているが、本発明
の構成は、当該実施の形態に限られない。厳密に輝度分布を均一にするのではなく補正値
によって補正が可能な程度に出光面２５から出射する面状光の輝度分布を変化させるパタ
ーン２０ａであってもよい。
【００９７】
　上述した実施形態における液晶表示装置１の全部または一部をコンピュータで実現する
ようにしてもよい。その場合、この機能を実現するためのプログラムをコンピュータ読み
取り可能な記録媒体に記録して、この記録媒体に記録されたプログラムをコンピュータシ
ステムに読み込ませ、実行することによって実現してもよい。なお、ここでいう「コンピ
ュータシステム」とは、ＯＳや周辺機器等のハードウェアを含むものとする。また、「コ
ンピュータ読み取り可能な記録媒体」とは、フレキシブルディスク、光磁気ディスク、Ｒ
ＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ等の可搬媒体、コンピュータシステムに内蔵されるハードディスク等
の記憶装置のことをいう。さらに「コンピュータ読み取り可能な記録媒体」とは、インタ
ーネット等のネットワークや電話回線等の通信回線を介してプログラムを送信する場合の
通信線のように、短時間の間、動的にプログラムを保持するもの、その場合のサーバやク
ライアントとなるコンピュータシステム内部の揮発性メモリのように、一定時間プログラ
ムを保持しているものも含んでもよい。また上記プログラムは、前述した機能の一部を実
現するためのものであってもよく、さらに前述した機能をコンピュータシステムにすでに
記録されているプログラムとの組み合わせで実現できるものであってもよく、ＦＰＧＡ等
のプログラマブルロジックデバイスを用いて実現されるものであってもよい。
【００９８】
　以上、この発明の実施形態について図面を参照して詳述してきたが、具体的な構成はこ
の実施形態に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の設計等も含まれ
る。
【符号の説明】
【００９９】
１　液晶表示装置
２　導光板
３　光源
４　バックライトシャーシ
６　液晶表示パネル
５０　位置ずれ量検出部
６０　記憶部
７０　表示用回路
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摘要(译)

在边缘背光型液晶显示装置中，即使在光源与导光板的图案之间产生位
置偏差的情况下，也可以校正亮度分布。 解决方案：在表面上形成光源
3和图案20，该图案3用于通过侧面光接收表面吸收来自光源的光，从作
为一个主表面的发光表面发出平面光，并改变平面光的亮度分布。 导光
板2和背光源底座4（光源被固定地布置并且将导光板保持在可移位状
态）中，并且根据光源和图案之间的位置偏差量来校正亮度的校正值用
作位置偏差量。 彼此关联地存储的存储单元60，检测光源与图案之间的
位置偏离量的位置偏离量检测单元50从外部读取并输出与检测到的位置
偏离量相对应的校正值。 显示电路70，其基于所提供的图像信号和校正
值来生成并输出驱动信号；液晶显示面板6，其布置在发光表面的前方，
并且基于该驱动信号显示图像， 配备。 [选择图]图1
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